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令和8年8月17日に株式会社△△様へ提出いたしました見積書について、記載金額に誤りがあったことが判明いたしました。
社内で確認を行った結果、見積金額の算出時に一部費用の入力を誤り、さらに確認作業が不十分なまま見積書を提出していたことが原因であることが分かりました。
本件が発生した理由および今後の再発防止策について、下記のとおりご報告いたします。
記
1．見積金額に誤りが生じた理由
見積書を作成する際、本来「125,000円」と入力すべき設置作業費を、担当者が誤って「25,000円」と入力していました。
また、見積書作成後は、商品代金・作業費・諸経費・消費税などの各項目について別の担当者が確認することになっていましたが、当日は複数の見積案件が集中していたため確認が十分に行われず、誤った金額のまま見積書を提出してしまいました。
その結果、本来の見積総額と提出した見積金額との間に差額が生じました。
2．再発防止策
(1) 見積書作成時は、商品単価・数量・作業費・諸経費・消費税などの各項目を元資料と照合します。
(2) 見積書を提出する前に、作成者とは別の担当者が金額および計算内容を確認するダブルチェックを徹底します。
(3) 一定金額以上の見積書については、上長による承認を受けた後に提出する運用へ変更します。
(4) 見積金額の入力ミスを防ぐため、手入力する項目を減らし、可能な範囲で計算式や登録済み単価を利用するよう見積書作成方法を見直します。

今後は上記の対策を徹底し、同様の金額誤りを発生させることのないよう、見積書の作成および確認体制の改善に努めてまいります。
以上
